512/1.>45/31 5 HE 
の 2 の の シン 
ん / 巣 全 


を C よ し 2 示 


吉野 ・ 洞 川 ・ 十 津川 ・ 天 理 ・ 初 瀬 ・ 多 武 峰 ・ 信 貴 山 ・ 法 隆 寺 ・ 奈 良 市 内 


は と まり の 年 の 文化 触れ る "わた し 放 


加 石 舞台 古 填 加奈 良 公園 浮 見 堂 回 花 火 若 草山 焼き (中 景 ) 回 東大 寺 大 仏 敗 (写真 三好 和 散 回 スト ロペ リー サン デー( 一 例 ) (提供 )BRIGHTON TEA ROOM 
回 近鉄 観光 特急 : 青 の 交響 曲 ( シ ン フォ ニー) (画像 提供 ) 近畿 日 本 鉄道 略 春 日 大 社 中 皿 - 御 鹿 
( 豆 - 回 写真 提供 : 一 般 財 団 法 人 奈良 県 ビジ ター ズ ビ ュー ロー) ※ 掲 載 の 写真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


|。 天 和 は 国 の まほ ろば 
た た な づく 青 が き 山 ご も れる 


レ (うる わ ) し 吾 ・ 中 巻 修 半 命 ro 
大 和 し 美 HE 


「 大 和 は 国 の 中 で いち ば ん 素晴らし いと ころ で ある 。 
直 重 に も 重なり あっ た 青い 垣根 の よう な 
山々 に 囲ま れ た 大 和 は 本 当 に 房 し い 。」 


美味 し c 食 と 散策 と 、 文 化 体験 に あふ れる 
千年 の 地 、 は じ ま り の 「 奈 良 」 へ 、 さ ぁ 出 か け ま し ょ う 。 


雪 む 


奈良 へ の アク セス 


【 東 京 か 5】 [奈良 市 内 へ ] 
新幹線 の ぞ み で 約 2 時 間 15 分 一 京都 
京都 一 奈良 JR 快速 また は 近鉄 急行 で 約 45 分 
[吉野 へ ] 
新幹線 の ぞ み で 約 2 時 間 15 分 一 京都 
京都 吉野 近鉄 特急 で 約 1 時 間 45 分 ( 株 神宮 前 乗り 換え ) 宿 花 屋 徳兵衛 (58) 
【 名 古屋 か 5】 [奈良 市 内 ^] 
新幹線 の ぞ み で 約 35 分 一 京都 
京都 一 奈良 JR 快速 また は 近鉄 急行 で 約 45 分 
(近鉄) 名 古屋 一 奈良 近鉄 特急 で 約 2 時 間 30 分 
(大 和 八 木 ・ 大 和 西 大 寺 乗り 換え ) 
(バス ) 名 鉄 バ ス セ ンタ ー 一 JR 奈良 駅 . 近 鉄 奈良 駅 約 2 時 間 30 分 
[吉野 へ ] 
(近鉄 ) 名 古屋 吉野 近鉄 特急 で 約 3 時 間 
(大 和 八 木 ・ 橿 原 神宮 前 乗り 換え ) 
【 博 多 か ら 】 [奈良 市 内 へ ] 
新幹線 の ぞ み で 約 2 時 間 30 分 一 新 大 阪 
新 大 阪 一 奈良 JR で 約 1 時 間 ( 久 宝 寺 乗 り 換え ) 
[吉野 へ ] 


瑞 


新幹線 の ぞ み で 約 2 時 間 30 分 一 新 大 阪 十津川 温泉 』 

新 大 阪 一 吉野 /JR- 近 鉄 で 約 1 時 間 50 分 (天王 寺 ン 大 阪 了 部 野 橋 乗 り 換え ) | ホテ ル 亡 (6 JR 線 

くわ し く は RA3 ーー 近鉄 線 
奈良 県 観光 公 : 


本 プラ ン は お 客 様 ご 自身 に て 直接 お 申込 みく だ さい 。 (JTB 商 品 で は あり ませ ん 。) 


衣 の 交 級 昌 

ISSDRDODD 計 落ち 着い た 濃 組 色 の ボディ 

カラ ー と ゴー ルド の ライ ン に 

大 阪 み ゥ 飛鳥 ・ 吉 野 へ ょ っ て 大 人 旅 を 演出 する 

クラ シカ ル な 外装 が 特徴 と 
な っ て いま す 。 


正 倉 院 宝物 に も 使わ れ 
て いた 、 天 平文 様 を イ 
メー ジ し た 本 や 色 使 い を 
ふん だ ん に 使用 。 天 平時 
代 に 高 四 な 色 と さ れ た 紫 
色 を あし ら っ て いま す 。 


(画像 提供 ) 近 吉日 本 鉄道 


ィ ン ド ー 


沢 池 の すぐ そば に ある ホテ ル 尾 花 。 興 福 寺 か ら 聞 こえ る 鐘 の 音 と 


ホテ ル 尾 花 の 2 代目 社長 < 


歴史 は 京都 より 古い 奈 


| 朝 、5:57 興 福 寺 の 鐘 の 音 で 朝 が 来 て 、 夜 8 時 、 東 大 寺 の 鐘 の 音 
| で 一 日 が 終わ る 。 天 平時 代 か ら 続く 同じ 鐘 の 音 は まさ に 荘厳 で す 。 
奈良 を 知る こと は 「 こ の 国 の 基礎 2 
を 知る こと 」 。 国 を 運営 し て いく 確 
も 奈良 に は た くさ ん 残っ て いま す 。 
ee 
(※) 修三 会 の 時 期 を 除く 。 
2/26-3/14 ま で は 19 時 。 加 えて 、 
3/1 一 3/14 ま で は 深夜 1 時 に も 振 か れ ま す 。 
| た (Se 見 6 と ポロ っ と て く 3 
た だ ふら っ と 訪れ る より も 、 奈 良 は 予習 
し て か ら 訪 れ た 方 が より 楽し め る 場所 だ 
』 と 思い ます 。 お すす め の 1 冊 を 読む も よ 
し 、 奈 良 に まつ わる 講座 を 聞く も よし 、 旅 
の 目的 が 明らか に な り 、 豊 か に な り ま す 。 
(尾花 文庫 ) お すす め の 本 
* 澤 田 瞳 子 「 与 楽 の 飯 」 … 東 大 寺 の 大 仏 造立 に 携わる 人 々 の 物語 
* 日 出処 の 天子 … 聖 徳 太 子 ( 厩 戸 王子 ) の 若 か り し 頃 を 描い た 漫画 
< 古事 記 、 日 本 書 紀 … 漫 画 で 読む と 読み や すい 
* 天 上 の 虹 … 日 本 の 第 41 代 天皇 で 女帝 で ある 
持 統 天皇 の 一 生 の 物語 
* 正 倉 院展 の し ご と … 宝 物 を 守り 伝え る 舞台 裏 
※ ホ テル 尾花 の 1 階 ロ ビー に ある 「 尾 花 文庫 」 は 
ご 宿泊 者 以外 の お 客 さ まで も ご 利用 いた だ け 
ます 。 奈 良 へ お 越し の 際 は お 気軽 に お 立ち 寄り 


『 与 楽 の 飯 ] 
澤田 障子 著 
(光文社 文庫 ) 


「 火 定 ] 
湿 田 障子 著 
(PHP 研 究 所 ) 


1 冊 本 を 読ん で か ら 東 大 寺 へ 行き 、 
「 火 定 」 …「 天 平 の パン デミ ッ ク ] を 舞台 に 人 間 の 業 を 描い た 物語 
くだ さい 。 


JTB 奈 良 支 店 ふ so ぉ 知ら せ 


も っ と 奈良 県 の 魅力 を 発信 する 地域 応援 活動 
JTB 奈 良 支店 の 


も うと 知り だ た い の ロ ジェ ク ド 


すす 


me ュー 


萬 朝 寺 ( 三 輸 山 ) (イメ ー ジ ) 


写真 提供 : 一 般 財団 法人 
ニコ 


共に “な ら 時 間 " が 過ごせ る 


た め っ 板 枯 


ーーー ド = 


野 聖 子 さん に 「 奈 良 を 楽し むための 極意 ] を お 聞き し まし た 。 


人 生 に は “ 奈 


人 間 は 誰 し も どこ か の タイ ミン 
グ で “奈良 "を 補給 し な いと 先 に 
進め な い タ イミ ング が 訪れ る 気 
』 が し ます 。 奈 良 に 来る と 人 類 の 
| 半 み の 歴史 を じ られ る 場面 
多く ちり ば め ら れ て いま す 。 現 代 
で も 街中 に 残っ て いる 灯 懲 や 、 
毎年 異な る 正 倉 院展 の 出 陳 宝 
物 な ど を 目 に する と 、 た ち ま ち 人 
生 の 尺 や 間隔 が 一 気 に 千 年 単 罰 望 
| 位 に 。 私 た ち 現代 女性 と リン ク す る 部 分 も 多く 、 親和 性 を 感じ られ ず 
に は いら れ ま せん 。 そ ん な 「 は っ …」 と 思え る 瞬間 を ぜひ この 奈良 で 
感じ て くだ さい 。 約 1.300 年 前 の 人 々 も 今 の 私 た ちと 同じ 、 こ の 空 の 
高い 奈良 で 同じ 景色 を 見 て いま し た 。 「 先達 た ち が 大 切 だ と 言い 続 
け て きた 歴史 が あっ て 、 そ の 先 に 私 た ち が 生ま れ て 
生か し て も ら っ て いる 。」 そん な こと を 感じ ず に は 
いら れ な く な り ま す 。 自 分 の 悩み が な ん だ か 


ちっ ぽ け に 思え る か も し れ ま せん 。 


39 が 必要 。 


ホテ ル 尾 花 
中 野 聖子 ぇ 々 


あな た に と っ て の 「 奈 良 ] が 見 つか る と 、 
それ は 何 度 も 繰り 返し 来 た く な る 場所 に な る 。 


お すす め セ ミナ ー 
奈良 を 深く 知る 学び の 場 ] に 参加 し て みて は ? 


8 ひと まち 大 学 了 人 


奈良 まほ ろば 館 
主催 セミ ナー (東京 ) 


な ら は < 教育 普及 室 
サン デー トー ク 


本 セミ ナー は お 客 様 ご 自身 に て 直接 お 申込 みく だ さい 。 (JTB 商 品 で は あり ませ ん 。) 


0 


回 諾 
*Vol 2 斑鳩 町 編 *Vol.3/ 伝 統 工 革 品 
* フ ォ ト ナラ ノ 県 営 う だ - ア ニ マ ル バ ー ク 編 
* サ ウナ ラ な ど 


本 


奈良 県 ビジ ター ズ ピ ュー ロー 


ん se 


大 和 茶 


806 年 に 弘法 大 師 が 唐 か ら 茶 の 趣 此 を 
持ち 帰っ た こと に 由来 し 、 寒 暖 差 の 大 き 
い 大 和 高 原 が 一 大 産地 。 飲 な だ け で な 
く 茶 皆 と し て 「 食 べ る ] 文化 が 残る 。 


奈良 の 食 文化 を 語る 上 で 欠か せな い の が 、 古 代 の チー ズ 「 菜 」。 
飛鳥 藤原 の 時 代 (7 世紀 末 ) 、 符 具 山 の 南 で は 

飛鳥 最 古 の 蘇 が 作ら れ て いた と いう 記録 が 残さ れ て いま す 。 

また 、 そ うら め ん 、 清 酒 、 ま ん じゅ う 、 豆 腐 な ど 

日 本 食 に 欠か せな い 食 材 に は 奈良 に ルー ツ を 


水密 神 社 3 


( 製 水 用 の 池 ) や 室 ( 水 
の 貯蔵 庫 ) の 守り 神 と し て 
祀 られ た の が 始ま り 。 


文化 発祥 の 地 
「 奈 良 」 
日 本 の 埋 、 


は じ ま り と 、 こ と れ か ら の 


神代 より 、 酒 造り の 神 大 物 主 大 神 を 祀る 大 神 神社 は 、 永 く 醸 
造 家 の 信仰 を 集め て いま す 。 ま た 、 中 世 の 室 町 時 代 、 菩 提 山 
正 暦 寺 を は じ め と し た 寺院 醸造 の 中 で 確立 し た その 革新 的 技 
術 は 、 現 代 の 酒造 り の に な っ た と 考え られ 、 日 本 の 酒 の 歴史 
と 永く 深く 関わ り 、 そ の 進化 を 担っ て きた の が 奈良 酒 で す 。 


祭 恨 の / お も た せ ヽ を と 用 意 


吉野 割り 箸 


PE 


NN この マー ク が 
殺 O ある 放 
た も 


十津川 村 キ ャ ラク ター「 拠 
くん ] の イラ スト 入り 。 


奈良 絵 の 敷 帳 布巾 
を 和 人 る 
ト 所 SN 


上 
共 


信 邊 山 観光 ホテ ル 


「2、 き 6 うり 、 れ ゆ 、 な す ] な ど を 編 か ( 記 洒 本 
分 ヒ 水 等 の 甘み を 拍 に 十分 眼 収 きせ た ー 品 。 


を 100% 全 用 し た ご 当地 サイ ダー 
と し た 味わい を お 楽し みく だ さい 。 


生地 ふき ん で す 。 


オリ ジ ナ ル 
A5 サ イズ 
クリ アフ ァイル 


奈良 ホテ ル で 12) ーー 
移 に 入り や すい A5 サ イズ の クリ アフ ァ 
イル で す 。 ボ ッ プ な 柄 が 人 所 


奈良 ふき ん (大判 / 


きっ と 洗う だ 5 も 放ち ゃ れ 、 手 に 
も 馴染 み ま す 。 と こと ん 使っ て くだ さい 。 


お か み : 


ル の 壮 処 「 攻 ] の 手作り で す 。 お 洒 
ビッ タリ な 大 人 の 味 で す 。 


「 あ か し や 筆 」 の 
黒色 筆 べ 


100% の ふき ん で す 。 


四季 亭 で 
上 の 質感 が 


の 水切 りや 落し 
乾性 が 航 力 で す 。 


る 印 信 ( 印 伝 ) 属 の 


和紙 を 巻い て 仕上 げた 筆 ペ ベン で す 。 


わり の [共和 |。 や 


酸味 の ある さわ や が か な 味わい が 特徴 で す 。 奈良 の 入浴 剤 を ご 用 意 し まし た 。 


を タ 2 3 rs 


伝統 を 引き 、 戦 前 に 「 大 和 か し 
わ ] と 名 声 を 博 し た 当時 を 
させ る た め 開 発 され た 地 鶏 。 


27 の 蔵元 の 
銘酒 ( 


し わっ し 失 


愛らしい 奈良 絵 が 描か れ た 正 


持つ も の が 多く あり ます 。 
大 和 肉 疾 。 奈良 の へ W 
飛鳥 時 代 の 唐 風 若 鶏 料理 の 高 僅 が 庭 に で きた ウリ を 


汁 か す の 中 に 漬け た の が 始ま り 。 ー・ 
「 ど ぶろ く ] の 部 分 は 呑み 、 分 離し た か す に 野菜 を 付け た 。 


大 和 野 菜 


県 内 各地 で は 、「 宇 陀 例 ご ぼう 」 や 「 結 崎 ネ ブ 
カ ]、「 片 平 あか ね 」、「 味 間 い も ] な ど 多 種 多 様 
な 「 大 和 の 伝統 野菜 が 栽培 され 、 特 産品 と し 
て 販売 され て いる 。 「 大 和 ま な 」 は 、「 古 事 記 」 
され て いる 「 和 (すず な ) 」 を ルー ツ と す 
る 、 古 く か ら 食 さ れ て きた 「 ツ ケ ナ ] の 一 種 。 


ーー 


人 


人 
酒造 組合 


奈良 し ゅ わ ボ ー ル 


、 、 清酒 発祥 の 地 、 奈 良 県 内 
の 地酒 を 炭酸 飲料 等 で 
割っ た 日 本 酒 ハ イボ ー 
= 計 間 。 「 奈 良し ゅ わ ボー ル 」。 
EL | ' 紀 | 言 信 泊 施設 や 飲食 店 で 
0 た IM 提供 中 ! 


て 自宅 へ 帰ら れ て か ら も "奈良 "を 感じ て いた だ ける 
お すす め の 品 々 で す 。 お 申込 み の お 客 様 に 各 宿 泊 施 設 に て 
に MEUR 詳し く は プラン 内 容 を ご 覧 くだ さい 。 


和 深 朋 腸 系 の 


と 
門前 宿 和 空 法隆寺 
自 欠 を 使わ な い 頂 迫 だ け の も 

ゆず の 香り を いか し た 上 品 な 味わい て 2 


奈良 県 産 の 葛 を 使用 し た わら 


閥 100% の 生地 
し て いか い 情 散り 


宗良 の 女 笠 が ち 動 め ! 和 相生 地 


可愛 い 鹿 の 向 バ パッ 
いた し ます 。 


。 


トー 


IFITIEImFIT 


パ e 李 原 
必 ま を 感 に 、 ジウ さ 、 本 識 3 
自然 豊か な @ 橿 と (内 押 日 本 最 古 の 正史 と も され る 「 日 本 書 紀 ]」 に お いて 、 
0 吉野 ー 革 に ーーー) 日 本 建国 の 地 と 記さ れ た 橿原 
奈良 は 見 どこ ろ た 〈 さ ん ! SI に 
4 至 京都 * 大 和 八 木 ーー 本 同志 大寺 至 楼 井 
フー 末 昌 用 hh Me 
トロ し Te7ya7 電池 あず か 了 の 生 市 前 き 
Er 過 ETC 介 愉 宙 料 凶 
= 
向原 寺 情 蘭 語 科 飛 詞 神 社 


訳 用 寺 目 避 
瞳 Rt 和 人 旨 * っ へ 


5 下 計 ぐ 4 ロ 沈下 
洒 型 当 次 


川原 寺 
寺 弘 守 ) = "飛鳥 状 基き Se 
2 川原 剛 江 和 剛 加 き 
を 賠 
鬼 の 医 e 加 石 *| 反 き 開 同和 前 還 大 養 万 葉 記 念 過 
寺 爺 明 天皇 陵 の 陣中 央 公民 し し 


吾 牛 子 塚 古 墳 も 仙 康 視 セン ター だ の 
飛鳥 /】 本 Pe 3 天武: 持 統 際 税 定 林寺 あす か 周 押 人 賠 和 舞台 古墳 
* 隊 当 び と の 記 
販売 は 
高配 折 古 貫 位 H 人 骨 き 
マル aU 阪田 の 拉 田 
根 寺 外 5 
ら 威 他 院 
写真 提供 一 和 財 国 法 祭 良 県 ビジ ター ズ ビ ュー ロー 季 の 李 田 )。 科 貧 の 飛び 
飛鳥 川上 学 
内 神 の 芝 宇 須 多 伎 比 売 命 神社 


7 世紀 初め の 築造 。 巨 石 約 30 個 を 積み 上 げ て 造ら れ た 石室 の 規模 は 居 昭 
日 本 最大 級 を 謗 る 。 交 我 馬子 の 墓 で は な いか と の 説 が 有力 。 4 


語 男 昌和 御朱印 めぐ り 「 飛 島 余 癌 ]| あぁ | 基 4 
2 


妖怪 書 家 の 逢 香 (お うか ) 氏 が 各 史跡 の 特徴 を 文字 で 表現 し た 、 明 日 香 村 めぐ り の 電 ん 区 も 


キト ラ 填 


に ァ ゴ ーー 
| 貧 が 感 じ ら れる 、 明 日 香 村 オリ ジ ナル 御朱印 スポ ッ ト を 巡り まし ょ う 。 
⑩ 石 舞台 古墳 つ 高 松塚 古墳 @ キ トラ 古墳 @ 酒 船 石 遺跡 ⑥ 率 邊 子 塚 古墳 ⑬ 中 尾山 古墳 


の 栓 限 寺 中  ① 大 官 大 寺跡 | DA 3 
寺川 原 寺跡 弘 福 寺 な ど 、 そ の 他 に も 御朱印 を いた だ ける スポ ッ ト が いっ ぱい ! E 束 内 本 に だこ * 


呈 


※ 上 l【 ゆ っ くり レン タ サ イク ル で めぐ る 飛 上 EE で 物 生生 和 和 に 
22 ず 飛島 駅 高松 塚 古墳 亀石 飛鳥 寺 


あす か 広 了 販売 所 で 隔 9 
明日 和 野 系 の お 土産 月 入 る 


お 昼 G か き 水 | / 
| 
衝 王 に て 


剛 寺 石 舞 


ie 
か き 水 (イメ ー ジ ) 


奈良 大 和 ・ 中 南 和 を めぐ る 


奈良 大 和 四 寺 巡礼 』 


歴史 ・ 文 化 に 触れ て 心 に 残る お も て な し 、 巡 礼 と 周遊 の 旅 。 


間 = 
デジ タル X% 礼 札 証 50 0 同国! 半 3』 | プラ ン は お 客 様 ご 自身 に て 直接 お 申込 みく だ さい 。 (JTB 商 品 で は ちり ませ ん 。) 


記載 の 情報 は 2023 年 1 1 月 現在 の 情報 と な り 、 予 告 な く 変更 と な る 場合 が あり ます 。 必ず 現地 へ 確認 の 上 、 お 出かけ くだ さい 。 


姫 命 ( た ま より ひめ の みこ と ) (神像 は 国宝 ) 以 下 6 柱 の : 
あ メ を 祀る 世界 遺産 の 神社 で す 。 子 授け ・ 
と し て 信仰 され て いま す 。 


日 拝 地蔵 1 
人 稚児 松 地蔵 村上 義隆 墓 
9 ⑬ 竹林 院 群 芳 園 
トン ネル 
自 を の ) 景勝 の 宿 . 芳 雲 館 ⑳ 
2 いじ ハ 景 五平 茶 屋 大 日 寺 
我が国 固有 の 宗教 で ある 修験 道 の 文 化 が 、 千 年 の 時 を 越え て 今 に 系 
伝わる 霊場 「 吉野 ・ 大 峯 」。 吉 野 の 桜 は 、 千 年 の 歴史 と その 圧倒 的 な 後 本 疫 天 皇 取 @ Ii 


届 指 と 称賛 され て いま す 。 ピ / 


詳 手 神社 前 


| TSUJIMURA/ 
4 Cafe Kiton 5 


Hry ら 織 ーー 
le ャ 6257-010 
3 万 本 と も いわ れる シロ ヤマ ザク ラ が 2020 年 < 新築 し 展望 吉 天 風 目付 大 浴場 吉 天 風呂 人 客室 

。、 地元 人 材 を つか っ た 山代 科 理 が 人 気 の お 谷 で す 。 
家 華 絢 剛 に 咲き 乱れ ます 。 さま プ ) 「 


| に 私 の モデ ルコ ュー スミ | 


ケー ブル 吉野 山 駅 …… 酸 計 … 銅 の 鳥居 …… - ・ 宿 泊 代 金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) ( 位 円) 
な ら で ( 露天 風呂 付 特別 室 |2 名 1 室 | 35,200 一 60.500 


吉野 山 ボル 「 金 山寺 誠 滞 
(世界 遺産 ) 」 か ら 徒 歩 約 5 分 と 最も 


Sad 竹林 院 ……… 還 叶 …… esa 近い 宿 で 、 観 光 外 点 に 最適 で す ! 
『 上 5 議 | (7 代 目 若 日) 山本 さん 
本 隊 二 曲 松 堂 で 和菓子 の お 土産 記 5o> ー ブ ル 吉 
ケー ブル 吉野 山 駅 4 メッ ーー | イン EK アァ ウト LO2W り 
地元 奈良 、 吉 野 の 句 の 食材 を E 近 拓 志 … 
使っ た 山 の 会 席料 理 。。 ロー ブウ ェ イ で 3 っ 人” あ 010 人 
本 カタ ログ 掲載 プラ ン は 国内 仙 人 シス テム に て [ あ を に よし 奈良 と 検索 し て くだ さい 。 人 


面 89 き wl 


きん せん AU 


< る 二 の と WC 月 


普段 は 蔵王 堂 内 陣 の 奥深 ぐに いら っ し ゃ る 秘仏 ご 本 尊 が 特別 に 開帳 され 
[期間 ]3 月 23 日 こ 5 月 6 日 [時 間 ]8:30 こ 16:00 
[特別 拝観 料 ] お と な 1.600 円 中 高生 1.200 円 小学 生 800 円 


葛川 
@ 
。 @ 必 由 


設定 期間 : (通常 畠 観 期 ) 2023 年 12 月 10 日 29 日 、2024 年 1 月 7 日 ・8 日 、2 月 12 日 ・24 日 、 
3 月 2 日 ・11 日 ・17 晶 
画 開 始 時 間 ノ 10:30 (所 要 時 間 約 90 分 ) 
時 料金 (通常 拝観 期 ) (お ひと り ) お と な 1.500 円 
事前 申込 要 ( 申 込 締切 日 :7 日 前 ) 
観光 プラ ン 上 部 が スト 
203JTBDK の と し の お 切り 難 せ る 特 
の み と な り ます 。 詳 し く は 販売 店 また は 「 旅 ひと り 1 
の 過ごし 方 」WEB サ イト を ご 覧 くだ さい 。 


攻 3 また ん 6257-003 けい しょう ゃ ど 
三 同 | ゴゴ に ど 記 
票 勝 の 宿 ・ 基 雲 
中 千本 公園 と 上 千本 公園 の 中 間 ・ MI 
四季 折々 の 風景 が 


1 ( 拉 待 係 代 表 ) 田村 さん N | (社長 ) 増田 さん 


0 葬 呆 10:00 = 医 時 415:00 菩 吐 10:00 
世 琶 近鉄 南大 阪 線 吉 野 駅 ~ 攻 国 近 久 南 大 阪 線 吉野 駅 ・ 
タク シー 約 10 分 車 約 10 分 


面 8S き ww 


洞川 温泉 


時 詳 に 抱か れ た 名 水 と 
修験 の 里 . 油 川 (どろ が 
わ ) 温泉 導 は 大 峯山 か 
ら 発 し 熊野 川 の 源流 . 山 
上 川 の ほとり 還 


820m 奈 り の 高地 に 位 回 
還 す る 山里 。 な つか し 
く 、 タ イム スリ ッ プ し た 能 


街並み で す 。 


源泉 100% か け 流 し 温泉 と 、 十 津川 の 美味 で お も て な し 。 


に Gu) * 


な ら で は ヶ 食 ーー 客 室 


谷 瀬 の 吊り 橋 
日 本 一 長い 生活 用 鉄線 吊り 橋 で 、 
名 水 の 山里 スリ ル 満 点 の 空中 散歩 


心 の ふる さと 


司 選 :3 川 

お 湯 の 循環 、 再 利用 を 一 切 
せ ず 、 沸 か さ ず 、 塩 素 消 毒 を 
せ ず 、 消 め ず 「 ほ ん ま も ん の 
温泉 ] を と ん こん と か け 流 し ! 
十津川 温泉 卿 は 、 息 を の む 自 
然 の 絶景 も は ず せ ませ ん 。 


ーーーーー テ ーーーーー  ・ 人 代金 ノ お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単位 円 ) 
|2 名 1 室 | 19.250 一 28.050 


か す 
る 
が の 


陳 徳 太子 寺 周 遊 拝観 券 
ゆか り の 


世界 最 古 の 木造 建造 物 で 知ら れる 法隆寺 全 ! 
優し い 微笑 み の 菩薩 半 像 に 逢え る 中 宮寺 

る 飛鳥 仏 を 間近 で 観れ る 法輪 寺 
世界 最 古 の 三重 塔 で 知ら れる 法 起 寺 区 呈 まず 
[販売 価格 ] 大 人 2.400 円 (通常 2.900 円 ) 小 人 1.250 円 (通常 1.450 円 ) 
[購入 特典 ] 飲食 填 産 物 ・ レ ンタ サイ クル - 各 種 体験 ツア ー 等 の 割引 な ど 
[販売 場所 ] 法 除 寺 [セン ター( 班 鳩 町 観光 協会) 奈良 環 鳩 ツー リズ ム Waikaru 
[お 問合せ ] (一 社 ) 斑 灯 観光 協会 0745-74-6800 (法隆寺 (セン ター) 8:30~18:00 回 


Pd 


55325 \ の ガイ ド ツ アー な ど ク 栓 和 
本 格 的 な 体験 アク ティ ビ テ ィ を ど 用 意 し て お り ま す 。 


ーーーー デ ーーーー ・ 人 当代 金 ノ / お と な お ひと り ( ら 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単位 幅 ) 
な ら で は ら 食 - = 西方 館 ス ー ペ ベリ アツ イン | 2 名 1 室 | 26.400-34.100 | 


(課長 ) 阪口 さん 


地酒 「 谷 瀬 ] の きき 酒 


庭園 が 自慢 の 宿 で す 。 


gg14:00 牙 叶 11:00 
攻 避 還 近鉄 大 和 八 木 駅 バス 約 270 分 
ホテ ル 晃 下 車 一 徒歩 約 1 分 


光 緑園 西 清 


1 時 


お すす め ポ イン ト / 
風の音 や 小鳥 の さえ ずり し か 聞 
こえ な い ほ ど 静 か な 環境 。 料 理 
長 こ だ わり の 食事 と 極上 の 温 
泉 。 都 会 で は 味わえ な い 「 特 別 」 
を 感じ て いた だ け ま す . 


叶 


* 宿 泊 代金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単位 円) 


本 館 和室 


2 名 1 室 18.500 一 25.000 


お すす め ポ イン ト / 
「 最 上 級 の お も て な し 体験 を 
ご 提供 し て いま す ! 


(案内 人 ) 中 江 さ ん 


攻 16:00 蔽 計 1000 
特別 大 和 翌 石 EMHJR 法 隆 寺 駅 バス 約 5 分 
(宗良 の 地酒 飲み 比べ 3 種 セ ッ ト 付 ) 法 了 寺前 下車 徒歩 約 1 分 


のり 捕 珍 屋 徳兵衛 


や すら ぎ と 木 の ぬ くも り 人 満ち た お も て な し の 宿 で す 。 


* 宿 泊 代金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単位 円) 
天空 の 間 2 名 1 室 25.700 一 27.700 


| ( 若 女将 ) 西 村 さ ん 


1 イン ルアウ ト MWEW り 
季節 の 旬 彩 会 席 近鉄 下 市 口 駅 


お すす め ポ イン ト / 
手 を 伸ばせ ば 届き そう な 満天 
の 星空 を 眺め な が ら の 赴 天 風 
呂 が お すす めで す ! 


パス 約 75 分 一 徒歩 約 8 分 


旅行 代金 は 手配 旅行 の た め 変動 型 と な り 、 代 金 は 目安 と な り ます 。 販 売店 係員 また は JTB 


を ら で は 食 キー 


作 お すす め ポ イン ト / 
2 階 に ジャ ズ の 流れ る 
小さ な 談話 室 が あり ます 。 

花 谷 さん 

400 國 叶 11:00 

医 抽 近鉄 下 市 口 駅 "バス 約 75 分 


N 
N、 
尼 連 <) 


ッ ン 
地元 勿 師 の 「 大 剛 猪 」 を 使っ た 
勿 


信 


ー 
貴 : 信 買 山 朝 護 孫子 
SSR 


居 
寅 の 年 、 寅 の 日 、 寅 の 刻 
信貴 山 の 昆 沙門 さま に 寅 の 縁日 に お 参り する と 、 上 


聖徳 太子 に あや か っ て 良い ど ご 利益 を 授かる 折 
と し て 昔 か ら 信 仰 を 集め て きま し た 。 


地元 ガイ ド と 巡 ろ う 
江戸 時 代 に 
タイ ム ス リ ッ プ ! 
レト ロ な 町 並み 
地元 ガイ ド と 探訪 
今井 町 まち 歩き 


時 代 か ら の 伝統 的 な 建物 が 軒 を 運 ね る 町 ・ 今 井町 
な 


面 9S き ww 


画 設 定期 間 :2023 年 12 月 1 日 一 2024 年 5 月 31 日 の 金 ・ 土 ・ 日 曜日 ・ 祝 日 
玉 除 外 日 :12 月 29 日 一 1 月 5 日 ] 
画 開 始 時 間 ン 13:00( 所 要 時 間 : 約 120 分 ) M 
※4 月 以降 は 9:30 ス ター ト 古 民家 を 改装 し た 請 
と り ) 0 円 カ 
要 ( 申 込 締切 日 :7 日 前 ) 


ワン ドリ ンク 付 


し く は 販売 店 また は 「 旅 の 週 ご し 方 ]WEB サ イト を ご 覧 くだ さい 。 
今井 まち な み 交 流 セン ター[ 華 
本 町 朋 今井 まち や 色 


中 尊 坊 通り 河合 家 
中 町 筋 旧 米 谷 家 


御堂 筋 夢 ら 咲 長屋 
大 工 町 筋 北 尊 坊 通り 


記載 の 情報 は 2023 年 1 1 月 現在 の 情報 と な り 、 予 告 な く 変 更 と な る 場合 が あり ます 。 必 ず 現 地 へ 確認 の 上 、 お 出かけ くだ さい 。 


還 Nas (に 伯 ) 


ー ニ ーーー ニ ーーーー ・ 福 代金 ノ / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) ( 潤 和 ) 
な ら で は ヶ 食 ビー 沖 還 還 iE3 


長谷 まで 徒歩 5 分 の 和風 旅館 。 
天然 温泉 の 大 浴場 で 旅 の 疲れ を 癒し て いた 
す 


だ け ま す 。 


= 


* 宿 泊 代金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単科 円) 


]2 名 1 室 | 17.600-20.050 | な ら で は ら 食 ーー | バス トイレ な し |2 名 1 室 | 14.700-19.100 | 
ei 回 狐 (( 栓 1 
お すす め ポ イン ト / K 
N g 
I 4 』 | 信 下山 . 朝 護 孫 子 の 境内 を 眼 ぶ お すす め ポ イン ト / 
っ 、 前 に ご 覧 いた だ け ます 。 特 に 展 長谷 寺 の 朝 の 勤行 が 
望 大 浴場 か ら の 眺望 は 大 和 で 他 1 リコ お 勧め で す 。 
に 類 を みな いす ば らし さ で す ! 4 
(仲居 主任 ) みよ こさ ん ノ 川 中 社長 鐘 ) ( 放 痢 ) 田 守 さ ん 
ーー ーー LSE ieCwR 人 ES ん だ 
5 寺 駅 バス 約 20 分 一 eS 谷 寺 恥 
だ 徒 上 3 分 和 徒 上 約 15 分 駐車 で 約 3 分 


館内 各所 か ら 華 廊 な 談 山 神社 の 風景 が 一 
飛島 史跡 と 大 和 路 観光 の 拠点 と し て 最適 


に 


* 宿 泊 代金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) ( 位 円) 
本 館 和室 10-12|2 名 1 室 24.100 一 28.500 


良 プ フラ ザ ホ テル 


奈良 健康 ラン ド K 億 設 。 館 内 通路 を 通っ て 天然 温泉 ・ 江 方 用 計る 
薬湯 や 檜 風呂 な ど 多種 多様 な お 湯 を お 楽し みく だ さい 。 了 必 用 3 


* 宿 泊 代 金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 沿 朝食 付 の 場合 ) (単科 下 ) 


野 に も 近く 、 中 南 和 地域 の 観 
光 拠 点 に お 薦め ! 
(経営 企画 室 ) 松下 さん 
:00 葬 叶 10:00 
近鉄 桜井 駅 バス 約 25 分 電 
談 山神 社 駅 下車 一 徒歩 約 5 分 


臣 N お すす め ポ イン ト / 
N [ 上 談 山神 社 を 真正 面 に 臨む 自然 
人 豊か な 環境 で す ! 飛鳥 ・ 柱 原 ・ 吉 


@ [大 和 名 物 料理 百 選 】 
第 一 位 受賞 の 「 義 経 鋼 」 


な ら で は ゥ 食 - ーー デラ ックス ツイ ン 和 洋室 |2 名 1 室 | 7.150-19.800 


お すす め ポ イン ト / 
天然 温泉 と 、「 ジ ャ パニ ー ズ モ 
ダン 」 な 空間 で ワン ラン ク 上 の 
安らぎ の 時 間 を お 過ごし くだ さ 
5 い ・ 
配 人) 大 南 さ ん 


回 15:oo 図 村 1000 2 
JR 西本 線 郡 山 駅 
車 で 約 20 分 


\ り の コシ ヒカリ を 
楽し み 尽く す 朝 食 


10 


ーーPT 
| 


の バ @ 
和 奈 | 奈 ュ 東大 寺 二 月 堂 
補 良 | 良 1 ル 大 ー 
、 ヾ 奈良 女子 大 学 県 県 わ 介 
22 目 ii の 入江 秋吉 旧 周 、 
や 0 目 還 S 加 | " EE 
す 促 L とこ 
8 館 | 館 
則 呈 記 6 | S < る 明信 水 国 奈良 公園 選 / 
和 | 間 の 
和 近 鉄 奈 路 店 導 い 」 。 誠二 [氷室 神社 ] 
近鉄 奈良 駅 | 還 基 =。 5 奈良 日野 
SF エー エー エーーー [| 品 大多 エー O 国際 フォ ー ラ ム 
SD ク ホ テル / WAS の こ ( 旨 EHP 2 
奈良 ロイ ヤル ホテ ル 9 上 の 4 。 ここ 
⑨⑩.JW マ リオ ッ ト - ホ テル 奈良 る き 柳 茶屋 ] 
7 1 | 
ホテ ル 日 朋 良 0 / 人 1 
ピア ッ ツァ ホテ ル 宗 良 / 革 / 有 bi 量 ( 
な ら 100 年 / 衝 BC ちち [0 。。 ① 奈 良 ホテ ル es_N1 
会 e と 誤記 問 生 VMge 見 ー プ 議 議 証 火野 
天然 温泉 奈良 若草 の 湯 
ダイ ワ ロ イ ネッ ト ホ テ ル 奈 良 な ら 工 球 馬 司 着 に きわ い の 表 | ーー 0 志賀 直哉 
(な 5 まち 大 通り) 旧居 
奈 【】 
4 MI 1 」 だ o の 
避 a 奏 | 良き 
レン ジス | まほ ろば 凍 2bHie 全 | 人 N| 2 pt) 
プン MK WM 旬 ) 応 四 江 困 交 料 人 


(ならまち 祝子 の 系 


: 路 】 2 5 きた まち ! に 人 


も ” 奈良 市 街 地 を ぶら り と 巡る 冬 の キャ ン ペ ー ン 「 路 地 ぶ ぷら 」。 還 宣 
2 回 回 還 
期間 =mmm 2024 征 1 月 5 日) 2 月 29 日 ( 相 

に まち で お 寺 ・ 神 社 巡 りー 一 


⑩ 野間 限 守 W な ら ま ち ・ き た まち に ある 4 つの お 寺 ・ 神 社 で @ 関 則 限 守 M 通 常 は 一 般 公 開 し て いな い 寺院 な ど で 、 


キャ ン ペ ー ン 期間 限定 の 特別 御朱印 が いた だ け ま す 。 期日 限定 の 案内 付き の 拝観 や 御朱印 が いた だ け ま す 。 
ーー、 者 、A| を 用 案内 付き 拝観 & 御 朱印 授 与 スケ ジュ ー ル 
真言 律宗 元興寺 ・ : 麗 El 
二輪 隊 . 和 基 寺 入社 FI 陸 7 1 信 な 1J の 人 (な ら まち ) 阿弥 陀 寺 (悲田院) 西光 院 . 聖 光 寺 - 小 堪 院 法 和 寺 
生 和 に タ ッ に て : 人 古 )) (きた まち ) 西福 寺 - 浄 國 院 浄 福 寺 
9 ii | | 和 人 
陳 二 | を | 


ー | し ユー * (な ら ま ち ) 興善 寺 - 高 林寺 ・ 金 撲 寺 ・ 称 念 寺 - 誕 生 寺 徳 融 寺 
※ 衝 朱印 は 書 皆 き で の お 渡し を 基本 と し て いま す 。 ※ 御 朱印 の 授 生 数 に 限り の ある お 寺 も あり ます , ど 了承 くだ さい :30ー に 筒 寺 ・ - 念 吉 
※ 御 朱印 納 経 料 、 拝 角 料 に つい て は 各 寺社 に て ご 確認 くだ さい 。 一 部 御朱印 提 与 の な い 寺社 も あり ます 。 (8 1630)) (きた まち ) 空海 寺 . 石 交 院 - 念 胡 寺 


※ 振 観 不可 日 が ある 寺院 が ご ざい ます . ま た 、 突 然 の 法事 な ど で 予告 な く 拝観 が 休止 また は 制限 され る 場合 が あり ます . WEB サ イト 、SNS な ど を ご 確認 くだ さい 。 


* 和 さす 』 ラー 

月 若草 山 焼き 行事 
古都 奈良 に 早春 を 告げ る 風物 詩 。 山 焼き 直前 の 豪華 
な 大 花火 を 号砲 に 山 焼き が スタ ー ト 。 若 草山 の 山肌 に 
火 が 点け られ 、 古 都 の 夜空 が 赤く 染まる 光景 は 壮観 。 
期間] 1 月 27 日 土 ) [時 間 ] 18:15~ 大 花火 18:30~ 若 草山 点火 


周 若草 山 焼き 行事 


7 デミ 

特別 観覧 席 1 月 冬 の 鹿 寄せ 
奈良 の シン ボル 、 若 草山 で 行わ れる 代表 認 行事 若草 山村 の 月 な 大 社 攻 牧野 
き 」 を 特別 席 で ゆっ くり ご 覧 いた だ きま す 。 冬 の 古都 の 夜空 
を 赤 々 と 染め 上 げ 、 山 全体 が 浮か が び 上 が る 様 は 革 衣 で す 。 奈良 公園 内 、 春 日 大 社 境内 地 の 飛 火 野 ( と び ひ の ) で 、 
場所 取り の ご 心配 な く 、 特 別 ゲ ー ト より 優先 入出 場 も 可能 で 夏 と 冬 の 風物 詩 に な っ て いる 「 鹿 寄せ 」。 
す , 椅子 席 に で "若草 山 焼き と 大 花火 "を ご 第 賞 くだ さい 。 [ 凌 間 ] 1 月 6 日 ( 寺 ) 2 月 25 日 (日 ) の 土 日. 
[開催 期間 ]2024 年 1 月 27 日 ( 土 ) 回 認 守 国  ※1 月 27 日 寺 )・28 日 (日 ) は 除く 
[ 診 加 料金 ] お 一 人 様 3.300 円 』 [時間] 10:00- [場所 ] 春 日 大 社 境内 飛 炎 野 


りき ] 約 60 人 ー ジ ( ぢ 呈 M 
ーー 東大 ぎ 二 月 営 
に 
の 日 ーー ( ふ 、 
8 月 修二 会 ( ぉ 水 取り ) 
1270 征 以上 総 える と と な く く 行事 で 、 令 和 6 
(2024) 年 で 1273 回 目 、 二 月 堂 の 本 尊 - 十 一 
| 布 人 音 償 に 俳 を 尼 必 し 、 国 家 次 泰 と 万民 豊 
=ー コ 卓二 誠 記 は fl 記 ※ 寺 < 折る . 行 を 勤め る 重行 示 (れん ぎょ うし ゃ 
ro イー ーー う ) の 道明 か り で ある 「 お 松明 」 が 、 枝 十 か ら 火 
。 で の 粉 を 散ら し つつ 堂前 の 舞台 を 進 お 姿 は 大 。 
連日 10 本 の 松明 が 上 が る が 、12 日 に は 1 1 本 の 
ひと 際 大 き な 「 入 松明 (か ど た いま つ ) 」 が 上 が 
る . そ の 人 後 、 深 夜 に 党 下 の 若 鉄 井 で 香水 を 没 む 
こと か ら 、「 お 水 取り 」 と も 呼ば れる 。 
[期間 13 月 1 日 ( 金 ) 14 日 ( 林 ) 


ASS 72 ジ ) 疾 花 ーー に 
薬師 寺 


の 大社 節分 件 間 入 一 
月 修一 会 磯 
PP 諸 願 成就 修二 会 化 全 式 


0 ロ 奈良 時 代 か ら 伝わる 、 国 家 の 紫 栄 と 五代 本や 
を 願う . 17:30 か ら 舞楽 が 奉納 され 、 18:00 か ら 特 別 参拝 (有料 ) が 開始 され る 。 時 代 か ら 1 3 
[期間 ]2 月 3 日 ( 士 ) [時 間 ] 18:00~20:30 頃 万 民 豊 楽 な ど を 折る 師 寺 最 大 の 潜 可 本間 


薬師 名 来 【 国 宝 】 の 前 で 7 日 間 、1 日 6 回 の 薬師 
悔 過 法 要 が 練 行 衆 と 呼ば れる 僧 但 に よっ て 営 
まれ る 。 10 種 類 の 造花 が 薬師 如来 の 前 に 供え 
られ る こと か ら 、 花 会 式 と 呼ば れる 。31 日 の 夜 
に は 20:30 頃 より 鬼 追い 式 が 行わ れる 。 
[期間 ]3 月 25 日 (月 )~31 日 (日) 


、 新 御 能 興福 寺 ・ 
5 朋 春日 大 社 


869 年 に 始ま っ た 軸 福 寺 の 修二 会 を 祝う 行 


奈良 万 葉 若草 の 宿 三笠 
ANDO HOTEL 奈 良 若草 山 


向山 八幡 宮 


至 春日 山 遊歩 道 


入江 球 吉 記念 AT 事 。 新 希 楽 (た き ぎ さる が く ) が 舞 わ れ た の が 
奈良 市 写真 美術 館 始ま り と 伝え られ 、 全 国 の 新 能 の 源流 と され 
@ 不 空 院 守 間 の る 。2 日 間 で 観世 (か ん ぜ )・ 金 春 ( と ん ば る )・ 
ーー 窒 2 宝生 (ほう し ょ う ) . 金 則 (こん どう) の 能楽 四 座 
| に よる 能 と 大 蔵 流 に よる 狂言 が 演じ られ る 。 
[期間 ]5 月 17 日 ( 金 )・18 日 ( 土 ) 
wu 


奈良 市 内 の 参加 店 舗 ・ 施設 で 期間 中 、 シー ズン が 始まる 


提供 され ます 。 1 っ 0 回 加 
[期間 ]2024 年 1 月 5 日 ( 金 )~2 月 29 日 ( 木 ) 。 ーー に エ ュ リク | 8 に で ト 
※ 提 供 日 は 店 舗 に より 異な り ます 。 補 ここ か ら チ ェ ッ ク ! 、 GRANCHA の いち ご まみ れ 大 和 茶 パフ ェ (ー99 
[参加 店 舗 ] 奈 良 市 内 の 計 7 店 舗 ( 予 定 ) 12 朋 中 名 こ 下 包 需 公開 定 【| 提供) GRANCHA ロ 福 茶 宮 但 仙 BRIGHTON TEA ROOM 


お すす め 現 地 ツ ア 


奈良 満喫 体験 ツア ー 二 識 


。 歴史 ・ ま ち を 楽し む 自然 に 触れ る 
* ホ ト ケ 女 子 的 仏像 ツア ーー 奈良 の 山間 部 を 運 度 快 有 ビ 仏 で 巡 ろ う !ー * 神 山 を きく 奈良 世界 衣 産 春日 山原 始 林 さ ん ぼ 
ョ * 奈 良 の 名 所 を スマ ホ を 使っ て 古 地図 さん ほ ! スマ コチ シリ ー ズ ①~③ 春の きざし 編 


< る 人 す ー め 6 * 11 


面 8S き wl 


^ 奈 良 の 夜 さん ぼ ( イ メー ジ ) 


ワタ ホテ ル ニ ュ ー わ か さ … 思 守 モ 大 仏典 外道 産 た ( 
ビ 東大 寺 の 会 世界 大 級 の 別名 [宗良 太郎 ] と も 呼ば れ 、 尊 和 、 【 
』 木造 造物 で す 。 日 本 三 名 筐 の ひと つ で す 。 コー 

6 還 3 月 党 表参道 」 ホ テル 回 人 人 回 


デル 
月 堂 の 由来 は 、 こ の お 闘 で 修二 会 (し に え ) が 4 
旧暦 の 2 月 に 行なわ れる こと か ら 起 こっ て いま す 。 


6269-060 


の 寺 RE8DESET 
本 ホテ ル 日 航 奈 良 


JR 奈良 駅 西口 直結 で 雨 の 日 で も 傘 い ら ず の 立地 で す 。 


・ 代 全 ノ お と な お ひと り ( の 名. の 場合 (8 ) 
イン |2 名 1 室 | 12.650-22.550 


3 階 

ウン ジ が ご ざい ます 。 奈 良 の 地酒 

や ワイ ン 、 ソ フト ドリ ンク 等 を 用 

意 し て いま す 。 チ ェ ッ クイ ン 後 の 

束の間 の 休息 に ご 利用 くだ さい . 

(宿泊 フロ ント 一 主任 ) 塩野 さん 

1 イン ES アウ ト MME り 

加 J 奈 良 恥 ( 西 出口) 直 結 又 は 
近 弥 奈 良 駅 一 タク シー 約 5 分 


朝食 バイ キン グ 「 奈 良 の 朝 ご は ん 」 で 
奈良 の 伝統 食 . 各 物 料 理 を どう ぞ 


6269-007 


奈良 パー ク ホ テル 


落ち 着い た 和室 と 自然 源泉 の 宝来 温泉 と 露天 風呂 は お 買 ろ ぎ 
の 一 刻 を 満た し ます 。 


~ * 宿 泊 代 金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単位 円) 
西館 和室 2 名 1 室 15.200 一 26,200 


sEs 層 奈良 の 夜 さ ん ぽ 


奈良 に 泊まる か ら こ そ 、 昼 間 と は 人 尊 う 夜 の 
街並み を 散策 し て ほし い ! 世界 遺産 や 
文化 財 の 魅力 を 、 地 元 を 深く 知る ガイ ド 
団体 「 心 家 」 が 楽し く 案内 し ます 。 

画 設 定期 間 :2023 年 12 月 1 日 一 2024 年 5 月 31 晶 
画 除 外 日:2024 年 1 月 1 日 3 日 、3 月 1 日 14 日 、 


玉 開 始 時 間 プ 20:00( 所 要 時 | 
画 料 金 (お ひと り ) プ お と な ・ こ ども 共 1.700 円 
< 時 更 前 申込 要 ン 申込 締切 日 日 前 


_ 民 画 鋭 光 プ ラン 
※ ご 参加 は JTB[ 旅 の 過ごし 方] 対象 の お 客 様 の み と 
| な り ま す 。 詳 し く は 販売 店 また は 「 旅 の 過ごし 方 」 


静か な 奈良 の 街 を 夜 さ ん ぽ 
地元 ・ 奈 良 の 歴史 ナビ ゲー ター と ある く E 


4 月 1 日 一 12 日 、4 月 29 日 一 5 月 6 日 
60 分 ) 


WEB サ イト を ご 覧 くだ さい 。 
| ホテ ル 尾 花 池 興福 寺 
わずか .360m の 周囲 に は 柳 が 現在 、 五 重 塔 は 120 年 ぶり の し くさ 
植え られ て お り 、 風 情 た っ ぷり 。 大 規模 修理 中 。 
浮 見 党 奈良 ホテ ル 香 な ら ま ち 界 隈 。 
奈良 公園 内 の 荻 池 に 浮か ぶ 夜 の 「 な ら ま ち 」 も 


栓 皮 暮 き ( ひ ゎ だ ぶ き ) の 六角 堂 雰囲気 が あり ます 


6269-019 


国 寅 ・ 皇 族 の 宿泊 する 施設 と し て 明治 42 年 iC 創 業 し 、 
「 関 西 の 迎 綿 館 」 と も 云わ れ て お り ま す 。 


~ ・ 宿 泊 代金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単位 円) 


本 館 ス タン ダー ド ツ イン / 遇 補 
本 2 35.440 一 43.470 | 


に 寄り 添っ た サー ビス と 美味 し い 
料理 で 、 大 切な 方 と の 思い 出 作り 
る き を お 手伝い 致し ます 。 
(宿泊 予約) 佐々 本 さん 

5:00 國 呈 11:00 

ー 世 琶 近鉄 奈良 駅 ー タ クシ ー 約 5 分 


< 守り 高い 要 茶 で きら り と 
炊き 上 げた 茶 素 定 食 


6269-042 


奈良 ロイ ヤル ホテ ル 


地下 か ら 清き 出る 天然 温泉 で 旅 の 疲れ 癒し 、 奈 良 で の 旅 を 
お 楽し みく だ さい 。 


奈良 
市 内 


~ ・ 宿 泊 代金 / お と な お ひと り (3 名 1 室 ・ 1 泊 朝 食 付 の 場合 ) (単位 円) 
ツイ ン 26m? 3 名 1 室 6.050 一 15.950 


古都 奈良 の 時 間 に タ イム ス 
リッ プ ! 天平 衣装 を 纏っ た 私 
た ち が お 迎え させ て いた だ き 
ます 。 


(フロ ント ) 伊達 さん 


= | イン EXO ァ ウト IO 
@ 四 季 を 彩る 大 和牛 会 席 
(大 和 緑 茶 わ ら び 合 付 り 時 連 鉄 大 和 西 大 寺 駅 


車 で 約 8 分 


平城 宮 跡 まで 徒歩 園内 ! 観 光 で 
た くさ ん 楽し ん だ あと は 地下 の 
温泉 大 浴場 施設 で 疲れ を 
り 癒 や し て くだ さい 。 


で ey 


| (宿泊 課 ) 植 木 さん 


1 イン 凡 Ki アウト WE 
PO ー 
使用 し た 朝食 ピュ ッ フェ 近鉄 新大宮 駅 徒歩 的 10 分 


市 内 


6269-049 


ホテ ル ニ ュ ー わ な かさ 


屋上 庭園 か ら 望 む 大 仏殿 と 若草 山 の 風 景 は 、 ま さ K 奈 良 の 魅力 が 北 緒 
され た 至極 の 場所 。 静 か に 流れ る 時 間 の 中 、 心 地 よ い 安 ら ぎ 人 C 読 いま す 。 


* 宿 泊 代 金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単位 円) 


茸 


本 館 露天 風呂 付 和 室 


2 名 1 室 44.000 一 55.000 


1 
pY 
(フロ ント ) 下谷 さん 


6 大 和 の 谷沢 な と だ わり 食材 を 衣 選 = コ 
し た 、 杜 相 か つ 美 な 料 理 


近鉄 奈良 駅 より 徒歩 2 分 


ー 


15:00 琉 誠 10:30 


近鉄 奈良 駅 -・ 
徒歩 約 10 分 又は 車 で 約 5 分 


2023 年 春 館内 リニュ ー ア ル 。 全 室 
異な る デザ イン の 客室 で 素敵 な ひと 
と き を 。SNS で も 発信 し て いま す ! 


6269-001 


奈良 公園 の 玄関 口 に あり 奈良 観光 に 最適 で す 。 


* 宿 泊 代金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単位 円) 


和 室 


2 名 1 室 | 25.30033.000 


市 内 


あ す か し 2 
イ すす ー 
飛鳥 荘 
料 享 旅館 が 魅せ る と だ わり の 本 格 和 会 席 。 世 界 遺 産 興福 寺 を 
望む 「 展 望 填 天 風呂 」 と 「 屋 上 テラ ス 」 が 自慢 の ? 倫 で す 。 


6269-004 


~ * 宿 泊 代金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 .1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単位 円) 


和 モ ダン ツイ ン 


2 名 1 室 | 24.200-28.600 | 


/ 箱 に 


ロ 世 各 近鉄 奈良 駅 


(専務 取締 役 ) 伊藤 さん 


15:00 葬 中 1000 
ー 徒 歩 約 10 分 


\ お すす め ポ イン ト / 
温もり あふ れる 、 こ ころ に 故 く 
さま ざま な お も て な し で お 迎え 
いた し ます 。 


6269-039 


SE 興福 寺 か ら 聞 と える 鐘 の 


と 共 K 奈 良 時 間 を お 過 ど し くだ さい 。 


宿泊 代金 ノ / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) (人 円) 


(フロ ント ) 阿部 さん 


創業 か ら 百 余年 。 奈 良 ら し さ が 感 じ ら れ る 


鳥居 横 (c 佐 む 旅 亭 で す 。 


| イン ERO アァ ウ ト IE り り 
回 近 欠 良 駅 徒歩 約 2 分 


の ポイ ント / 
自然 の や さ し き を 成 じ な が ら 大 
浴場 庭園 露天 風呂 で 奈良 の ゆ 
っ くり と し た 時 間 の な か 、 旅 の 
疲れ を 癒し て くだ さい 。 


6269-011 


奈良 公 


2 名 1 室 | 13.970-18.920 | 


ツイ ン ル ー ム 禁煙 


厳選 し た 旬 の 食材 と 匠 の 技 が 線 り 


成す 本 格 会 席 を お 愉し みく だ さい 


徒歩 約 10 分 


近鉄 奈良 駅 か ら 徒歩 2 分 。 奈 良 公 
足 の 便 C も 恵まれ た “ 憲 楽 の 宿 " で す 。 


スタ ッ フ に は 「 奈 良 ま ほろ ば 
ソム リエ 検定 合格 者 も お り 、 
奈良 旅 の お 手伝い は 私 た ち 
に お 任せ くだ さい 。 


(企画 チー フ ) 討 輸 さ ん 時 


略 罰 15:00 図 誠 12:00 
攻 還 近鉄 奈良 駅 (2 番 出口 ) 一 


6269-012 


を 望み 、 


~ ・ 宿 泊 代 金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) ( 位 円 ) 


和 室 


2 名 1 室 


33.550 一 41,250 


 * 宿 泊 代金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単位 拍 ) 


和室 12.5 晴 


(女将 ) 


大 和 野 菜 と 大 和牛 を 使用 し た 
四季 亭 オリ ジ ナル 会 席料 理 


:00 葬 吐 11:00 
近鉄 奈良 駅 ( 東 出口 ) ・ 
徒歩 約 15 分 また は タク シー 約 4 分 


創業 120 年 以上 の 歴史 を 有 し 
て お り 、 一 朝一 タ で は 造り あげ 
る 事 が 出来 な 老舗 の 仔 ま い を 
お 楽し みい た だ け ま す 。 


2 名 1 室 


18.370 一 21.670 


(取締 役 ) 國府 田 さ ん 


。 半 上 産 の 人 ふん だ ん に 使い 、 
旬 を 取り 入れ た 大 和 四 季 会 席 


5:30 葬 吐 10:00 


近鉄 奈良 駅 か ら 徒 歩 2 分 、 仙人 
に も 近く 、 観 光 ・ 交 通 に 大 変 便利 な 
旅館 で す 。 白 鹿 荘 自慢 の 樹齢 2 千 
年 を 越え る 古代 栓 の 大 浴場 に 浸っ 


お 
す 
す 
め 
の 
お 
宿 


お 
す 
す 
め 
の 
お 
宿 
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「 古 都 奈 良 の 文化 財 」 世界 遺産 登録 25 周 年 記念 


史上 初め て の 世界 遺産 「 古 都 奈良 の 文化 財 」 の 六 社寺 を 巡る 「 六 社寺 共通 振 観 券 」 
を 、 奈 良 時 代 に 創建 し た 六 社 寺 の ご 協力 の も と 、 観 光 案内 所 等 で 販売 し て いま す 。 
1 社寺 に つき 1 回 の 利用 で 、2024 年 3 月 末 ま で 利用 可能 で す 。 各 社寺 か ら 拝 観 
御礼 品 (散華 等 ) を 受け る こと が で きる ほか 、 各 社寺 の 歴史 な ど を モチ ー フ に し た 
デザ イン の 期間 限定 特別 御朱印 (別途 御朱印 料 必要 ) が いた だ け ま す 。 


[料金 ]1 冊 /5.000 円 障害 者 手帳 を お 持ち の 方 /3.000 円 


[ 観 筒 所] 東大 寺 (大 仏典 ) @ 興 福 寺 ( 国 宝 館 ) 春日 大 社 ( 御 本 典 特別 参拝 ) 
の 元興寺 (通常 拝観 ) 薬師 寺 ( 白 全 伽 藍 と 玄 閑 三蔵 院 伽藍 ) 


※1/16 以 降 は 白鳳 伽 牙 の み ⑥ 唐 招提 寺 ( 通 常 拝観 ) 等 

[使用 期間 ] 2024 年 3 月 31 日 (日) = トコ 
[販売 場所 ] 奈 良 市 総合 観光 案内 所 ・ 近 鉄 奈良 駅 総合 観光 案内 所 他 ーー Sy と 
[備考 ] 各 社寺 1 回 の み の ご 拝観 と な り ます 。 3 

※ 特 別 公開 な ど に より 、 拝 観 料 の 差額 が 発生 する 場合 が あり ます 。 
※ 法 要 ・ 神 事 等 に より 、 振 観 券 が 使用 で き な い 日 時 が あり ます 。 
※ 詳 細 に つい て は 、 各 社寺 の 公式 ウェ ブサ イト を ご 覧 くだ さい 。 回 回 
(製作 発行) 公益 社団 法人 奈良 市 観光 協会 ピ 


社寺 共通 観 券 


Ns 


っ \ て 上 
りや 
こさ 
光 ふ 
を > 
な *S き や 


NDO HOTEL 奈 良 若 草 


な らち ゎ か くさ ャ ヤミ 6269002 奈良 


3 の 議 了 ま ん 2 お 語 2 ャ と 。 みか みき 6269009 


奈良 万 葉 若 時 の 和 宿 三信 


若草 山 の ぉ ふも と 、 古 都 を 一 望 で きる 奈良 随 一 の ロケ ーション 若草 山 の 中 腹 人 位置 し 、 古 都 奈 良 を 眼下 夜景 むす すばらしい 


Ss 


コン フォ ー ト ツイ ン | 2 名 1 室 | 24.600 一 42.800 


世界 遺産 「 東 大 寺 」 を 眼下 に 奈 
良 市 街 を 見 渡す と と の で きる 
貸切 展望 露天 風呂 を ご 利用 い 
た だ け ま す 。 


( 総 支配 人 ) 西田 さん 


力 放 15:00 牙 11:00 


IED 
1 近鉄 奈良 駅 一 タク シー 約 8 分 


ゃ 大和 邊 雲丹 出汁 し ゃ ぶし ゃ ぶ 


ゥ 6269-034 


給 再 都 の 宿 む ちさ し 野 


-* 宿 泊 代 金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単位 円) の 末 誠 


ゞ 手 節 の 食材 を 使っ た 和 会 席 医 15:00 革 10:30 


奈良 
市 内 


ン デ 


ー ・ 宿 泊 代金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 .1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単位 円) 


風 の 棟 10 則 加 
窯 天 風呂 付 客室 2 23.100 一 30.250 


古都 奈良 を 一 望 で きる 抜群 の 
ロケ ーション ! ロビ ー か ら は 夜 
景 も お 楽し みい た 


世 屋 還 近 鉄 奈良 駅 - 車 で 約 10 分 


じ ょ ぇ だ よ be な ら 6269-075 


JW マリオット ・ ホ テル 奈良 


若草 山 の ふ も と 、 奈 良 公園 に そっ と 伴わ 全 12 室 の 小さ な 優雅 で 洗練 され た 空気 (C 包 まれ な が ら 、 邸 宅 C い る よう な 安らぎ を 感じ て 


記 計 加 5 ~ * 宿 泊 代 金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単位 円) 
な 新館 六 鳴 山荘 茜 煙 直 天 風呂 付 | 2 名 1 室 36.630 一 43,230 


① 当 館 門前 若草 山 か ら の 眺望 を お 楽 
し みく だ さい .。 鹿 さ ん と の ふれ あい 
も お 楽し みい た だ け ま す 

② 当 館 よ り 徒歩 10 分 東大 寺 二 月 堂 か 
ら の 夜景 も お すす め 悠久 の 
歴史 を 静か に 感じ て い 


(女将 ) 山下 さん 


ーー ここ g16o0 四 10:00 フタ 
炊き 立て の 大 和 の 持 食 : 茶 引 世 還 近鉄 奈良 駅 一 車 で 約 5 分 こち ら 


いた だ ける よう 、 リ ラッ クス で きる 最高 の サー ビス と 空間 を ど 提 供し ます 。 


2 ラン シル クロ 526522 
~ * 宿 泊 代 金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単位 円) 
に に デラ ックス ツイ ン | 2 名 1 室 38,.150 一 56.850 


い 鹿 を モチ ー フ に し た デザ イン 
Ne が 随所 に ちり ば め ら れ て お り 、 
奈良 の 自然 美 と 伝統 が 感じ ら 
れる 館内 と な っ て お り ま す 。 


〉 
医 15:00 牙 叶 11:00 
JR 奈良 駅 近鉄 奈良 駅 … 
車 で 約 8 分 


お すす め 現 地 ツ アー 


う 3 し 奈良 めぐ り 


《 還 度 石上 神宮 最 古 の 宮 の 国 宝 拝 典 に 界 典 
禁足 地 の 特 別 振 観 も ! 


葉 量 天 少 慈 光 院 一 汁 三 菜 
気軽 な お 茶 事 
ちょ っ と 体験 し て 
み ま せ ん か が ? 


談 山神 社 本 物 の 
装束 を 着 て 
本 物 蹴 物 ( け まり ) 


上 記 以 外 に も 
た くさ ん の プラ ン が 掲載 。 


ーー de 徒歩 エロ 近鉄 電車 


回 ロー 


や 


mm ト っ 


JR 奈良 駅 一 一 NE 思春 日 大 社 ………… ラダ と 東大 寺 大 仏殿 … 四 


良 駅 旧 駅 舎 は 近代 化 産業 大 人 に な っ て 見 る 
観光 案内 所 で も ある の で 、 いろ ん な 情報 を GET 大 仏 様 は 圧巻 。 
ー 水 室 神社 … 回 』… か き 水 …… 依 水 園 …… 
奈良 に 来 た か ら に は 国 の 名 勝 に 指定 
外せ な いか き 水 を 堪能 。 され て いる 日 本 庭園 。 
0 夜 さん ぽ (P.12 参 照 … 宿 泊 施 設 ( 泊 ) 計 ぷ 


日 中 と は が ら り と 究 囲 気 の 異 な る 東大 寺 は 一 見 の 価値 あり ! 
二 月 堂 か ら 見 える 奈良 市 内 の 絶景 。 お も し ろ お か し く 奈 良 の こと を 知れ る 1 時 間 。 


言 久信 外観 | 
(イメ ー ジ 邊 


少し 早起き を し て ホテ ル 周 辺 を 朝 さ ん ぼ すがすがしい 究 囲 気 の 中 、 鹿 も 通勤 ! 
ホテ ル で 朝食 - や さ し い 奈良 の 伝統 食 茶 弟 を どう ぞ 


お 
す 
す 
め 
の 
お 
宿 


て て て な ら ま ち 散 歩 
[お すす め の お 土産 】9 中川 政 商店 奈良 限定 グッ ズ 
堀内 果実 園 / 奈 良 の フル ー ツ を 使っ た コン フィ チュ ー ル や ドラ イフ ルー ツ Bb 人 
ト 、 全 | 
RSE な ら ま ち で ちょ っ と 遅 め の 大 和 野 菜 ラ ンチ い 
g spiE 京都 駅 ノ 
- 近 鉄 奈良 観光 特急 【 あ を に よし 】 に 乗車 82 
"、 シッ ク な 列車 で 京都 まで 約 30 分 の 旅 Mud の () 1! 


天然 温泉 奈良 の 湯 。6269.973 


奈良 の 和食 の 心 通う お 料理 と 人 の 温か さ を 大 切 (C し た 


お も て な し が 定評 の 寛ぎ ある ホテ ル で す 。 


* 宿 泊 代金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 1 泊 2 食 付 の 場合 ) (単科) 


ji 内 ダイ ワ ロ イ ネッ ト ホ テ ル 奈 良 


JR 奈良 駅 より 徒歩 約 3 分 。 奈 良 を イメ ー ジ し た 客室 と 
自家 源泉 の 大 浴場 が 楽し め ま す 。 


に (2 名 1 室 ・1 泊 朝食 付 の 場合 ) (単科) 


スー ベリ アツ イン 


2 名 1 室 | 


16.750 一 26,950 


2 名 1 室 | 9.000-18.000 | 


(支配 人 ) 井 場 さん 

| イン MER アウ ト MEW り 

医 琶 近鉄 奈良 駅 ( 東 出口 一 
徒歩 約 5 分 


宗良 の 美味 し いも の "を 集め た 
和食 会 席 


神聖 な 空気 が 漂う 奈良 公 
リゾ ー ト ホテ ル で す 。 


~ ・ 宿 泊 代 金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 ・1 泊 2 食 付 の 場合 ) ( 位 円 ) | 


ポ / 
思い 出 に 残る 旅 と な る よう お も て な し 
に 努め て お り ま す 。 ま た 、 
歩 5 分 の 好 立 地 、 落 ち 着い た 仁 ま いで 、 
ホテ ル で あり な が ら 旅 館 の よう な くつ ろ 
ぎ を 感じ て いた だ ける ホテ ル で す 


b 場 で 旅 の 疲れ を 癒し 
た 後 は 、 無 料 の アイ スキ ャ ン 
ディ ー を ご 用 意 し て お り ま す ! 


奈良 駅 より 人 徒 


(フロ ント ) 横川 さん 


1 イン 5oi ア ウト LE 
攻 琶 JR 奈良 駅 ( 西 出口 )… 
徒歩 約 3 分 


新鮮 な 魚介 類 や 野菜 を 使っ た 


6269-070 


良 


6269-076 


奈良 * 
内 ビア ッ ツ アホ テル 奈 


JR 奈良 駅 (西口 ) よ り 徒 歩 1 分 の 立地 。 古 都 
奈良 を 一 望 する 奈良 の ラン ド マ ー ク で す 。 


 * 宿 泊 代金 / お と な お ひと り (2 名 1 室 1 泊 朝食 付 の 場合 ) (単位 円) 


| プル シャ スス イー ト ツ イン | 2 名 1 室 


47.300-73.700 *2024 年 
47.300-75.900 #2024 年 


|] スー ペリ アコ ー ナ ー ツ イン | 2 名 1 室 | 12.320 一 22.270 


医 1500 葬 計 12:00 
医 琶 近鉄 奈良 駅 -- 車 で 約 9 分 


大 和 野 菜 や 和 ハ ー ブ 、 地 産 の 食材 を 
使い 、 和 漢 を テー マ に し た 日 本 料理 


古都 奈良 の 景観 を 継承 する 黒い 大 和 張 り の 建物 歴史 あ る 
吉野 杉 の 木材 、 奈 良 の 士 で つく られ た 花器 や 器 、 一 本 一 本 
の 糸 か ら 紡 が れる 奈良 晒し 、 伝 統 的 な 
ら 受 け 継 が れ て きた 鉄工 所 の 手 仕 事 。 
の 丁寧 な 手 仕 事 を 身近 に 感じ て いた だ け ま ] 


良 の 敷 帳 、 古 く か 
奈良 で は 奈良 


あな た だ け の 「 奈 良 」 を 見 つけ 
に いら し て くだ さい ! 奈良 の 観 
光 の 新しい 拠点 と し て 滞在 を 
: お 手伝い いた し ます 。 

、 (施設 代表 キャ ラク ター) ロボ ホン の ビア さ 
| イン EX ア ウト LEWI り 


焼き 立て パン や 三輪 素 疾 、 金 剛 山 の 
工 で 採れ た お 米 を 使っ た 茶 人 JR ロー 
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掲載 以外 に も 


が あり ます ! 


JTBO K ょ コ ッ ク ジ JTBMySTYLE は 、 。※ 出 発 地 が [東京 1 と 
パソ コン ・ ス マー ト フ ォ ン か ら 24 時 間 い つ で も 販売 店 上 1] 手合 、 次 更 し て 
プラ ン 検 索 い た だ け ま す 。 の プラ ント は 目 H9 地 に 方 面 を 入力 の 上 検索 | 検索 くだ さい 。 


| JTB 店 舗 で 往復 JR 利用 プラ ン お 申込 の 方 限定 四 還 E 才 表 召 古 右 所 計 間 3 
レー コ く = Oo 画 代 金 / お ひと り ・ お と な 3。 
奈良 満 順 フ リ つ 5 0 
O 


保 津 過 い 


ーー 山科 関西 の 指定 区 間 内 を 
自由 に 乗り 降り で きる 
ーーーー の の 順 上 野 便利 な フリ ー き っ ぷ を ご 用 意 ! 


区 間 内 の JR 線 や 近鉄 線 の 普通 列車 (新選 
上 速 - 快 速 含む ) ・ 奈 良 交通 バス に 何 度 で も 自由 に 乗 
ーー 車 い た だ け ます 。 9 自動 改札 が ど 利用 いた だ け ま 
リー eee| ぬ 大人 陰 ・ す 。 た だ い 、 近 鉄 内 の 各駅 は 、 有 人 改札 に て きっ 
[ 奈良 を ご 提示 の 上 ど 利 用 くだ さい 。@ 奈 良 交通 パス 
っ ーー は 、 さ っ ポ を ご 提示 の 上 ご 利用 くだ さい 。 特 療 ・ 
国道 本 。 > 日 町 で" 急行 列 車 ( 新 電線 含む) に 乗車 され る 場合 は 別途 
5) 該当 する 運賃 と 料金 を お 支払 いく だ さい 。 9 有効 
期間 は 券面 記載 の 3 日 間 に 限 り ます 。 
※2023 年 1 1 月 現在 の 情報 で す 。 詳 し く は 販売 店 
係員 に お 問い 合わ せく だ さい 。 


ーー ニニ ーー て 〇 室生 口 大 野 


ーーー JR 線 〇 室生 寺 JR マル ス 端 末 に て 手配 。 マ ルス 番号 は 【 奈 良 満 嘆 
Ai 9) | フリ ー き っ ぷ 】 お と な :56141・ こ ども :56142。 フ リー きっ 
ーー 近鉄 線 計時 〇 呈 生 前 社 | ぶ は 特 企 券 と な り ます 。 払 戻 手数 料 :220 円 。 全 券 末 使 用 
sa き 野 HO 内 | で 有効 間 開 始 前 また は 有効 内 に 限り ます 。 発 生身 
ーーー 奈良 交通 バス 橋本 所 に お 申し 出 く だ さい 。 


関西 の 私 鉄 ・ 地 下 鉄 沿線 か ら 奈良 を 


奈良 理 鳩 ・ 吉 野 の 
ぐる っ と 、1 日 乗り 放題 の お 得 な きっ ぷ 国 % 世 


世界 遺産 を お 得 に 巡 れ る きっ 


奈良 ・ 斑 鳩 の 世界 遺産 を 
お 得 に 巡 れ る きっ ぴ 


以下 の マー ク が ある 商品 に つい て は 、( 株 ) JTB (以下 当社] と いい ます ) は | ※ 手 配 旅行 は 別途 、 払 戻 手数 料 が 1 手配 に つき 100 円 (税別 ) か か り ます 。 
所 之 2 だ モリ っ 寺 店 の 手配 代行 者 と な り 、 当 社 の 旅行 朱 件 は 通用 され ませ ん 。 お 申込 に | 破 取消 料 は か か り ま せん が 、 予 約 し て いる プラ ン を 取消 する 場合 、 必 ず 事 前 に 連絡 を し て くだ さい 。 
由 入 半 交 し て は 、 そ れ ぞ れ の 下 約 条件 を 必ず ご 確認 くだ さい 。 1 舞 連 絡 の 場合 は 取消 料 が 請求 され る 場合 が あり ます 。 

ー ク 表記 に 


ト elpmecomoFpwpe り = 2 
手 放 行 委 約 (お 問合せ 〉 詳細 は お 近く の JTB 商 品 取 扱 店 に て ご 確認 くだ さい 。 


庫 を 申し 込ま れ た お 客 欄 は 、 販 直人 記載 の 旅行 会社 と 、 提 話 約 を 秩 結 す る | ※ ど 旅行 の ご 契約 に 際 し て は 、 本 カタ ログ に よる ご 案内 の み で は 承っ て お り ま せん ・ 保 員 よ りお 芝 し いた し ます 旅行 条 件 等 で 

こと に な り ま す 。 ま た 、 旅 行 条 件 は 下記 に よる ほか 、 別 途 お 流し する 取引 条件 書 ( 全 文 ) | 詳し い 旅行 和 件 ・ 旅 行 代金 等 を ご 案内 し た の ち 、 ご 旅行 の 契約 を させ て いた だ さま す 。 

及び お 申込 旅 行 会社 の 旅行 約 手配 旅行 訂 約 の 部 に より ます 。 こ の ご 案内 に 記載 の 

な いこ と は 、 各 旅行 会 社 に て 掲示 し て いる 旅行 業 約款 手配 旅行 の 部 を ご 覧 くだ さい 。 

人 旅行 の お 申込 及び 契約 成立 時 期 

(1) 所 定 の 申込 書 に 所 定 の 事項 を 配 入 し 、 旅 行 代金 の 20% 相 当 額 の お 申 和 金 を 活 え 

B 四 込 くだ さい 。 お 貼 込 金 は 、 旅 代金 取消 等 お客様 が お 支払 いい た がく 金 

と し て お 取 才 い いた し ます 。 

契約 は 、 お 申込 の 各 旅 全社 が 外 約 の 縮 結 を 承 店 し 、 店 入金 を 受領 し た 
と き に 成立 する も の と し ます 。 

(3) 生 固 や 宿泊 券 類 ん どの 単 一 の 手配 に お いて は 、 口 頭 に よる お 申込 を お 引き 受 
け す る こと が あり ます 。 と の 井手 了 旅 行 委 約 は 、 お 由 込 の 各 旅 行 会 社 が 下 約 の 衝 
結 を 「 承 諾 」 し た と き に 成立 し ます 。 


條 旅行 業務 取扱 料金 

お 申込 の 各 旅行 会 社 は 、 お 客 様 の ご 旅行 に 伴っ て お 引き 受け する 予約 の 手配 ・ 変 更 取 

消 な ど に 対し て 、 当 該 会 社 所 定 の 旅行 業務 取扱 料金 、 各 種 手数 料 及 び こ れ ら の 料金 に か 

か る 消費 税 を 申し 受け ます 。 な お 、 旅 行 業 取扱 料金 に つい て は 、 お 引き 受け する 内 容 に よ 

り 異な り ま す 。 詳 し い 内 容 と 料金 に つい て は お 申込 の 各 旅 行 会 社 に お た ず ね くだ さい 。 

人 取消 料 

1) 取消 
お 申込 を 取り 消さ れ た 場合 は 、 運 送 ・ 宿 泊 機関 所 定 の 取消 料 又 は 違約 料 、 お 申込 の 各 
旅行 会 社 所 定 の 取消 手続 料金 を 申し 受け ます 。 乗車 券 類 や 宿泊 券 類 等 を お 持ち の 
場合 代金 、 料 金 か ら 、 当 該 料金 を 引い た 残額 を 、 当 該 券 類 等 と 引き 換え に 払 民 し いた 
し ます 。 な お 、 払 戻し は 、 発 行 日 又 ! 用 日 より 1 ヶ月 以内 に 限っ て 、 お 申込 の 各 旅 行 
会 社 に て お 取扱 いい た し ます 、 運 送 ・ 宿 泊 機関 所 定 の 取消 料 又は 違約 料 は 当該 運 送 ・ 
宿泊 機関 に よっ て 異な り ま す 。 詳 細 は 係員 に お た ず ね くだ さい 。 

(2) 宿 泊 の 当日 の 一 部 取消 ( 減 員 ) 
当日 の 一 部 減 員 の 際 の 残額 は 、 宿 泊 施 設 に て 払戻 し を 受け る こと が で きま す 。 

手配 旅行 は 別人 払戻 手数 料 が 100 円 (税別 ) か か り ます 。 


取扱 い 観光 店 長官 登録 旅行 業 第 64 号 
日 本 旅行 業 協会 正会員 
株 式 会 社 1 B 半 馬 emien 


〒140-8602 


の ボ フ 保証 会 員 旅行 業 公正 取引 


- 和 社団 人 日 本 旅 会 正 会員 協議 会 会 員 
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